
令和４(2022)年度 学術変革領域研究（Ａ） 
領域計画書 作成・入力要領 

 

領域計画書は、科研費の交付を申請しようとする者が、公募要領に基づいてあらかじめ当該研究計

画に関する内容を記入し、文部科学大臣宛て提出するものであり、科学技術・学術審議会における審

査資料となるものです。 

ついては、下記の点に留意した上で、誤りのないように作成してください。 

なお、科学技術・学術審議会における審査の結果、採択された場合には、交付内定の通知が行われ、

この通知に基づき交付申請書を提出し、研究計画等が適正と認められた場合に科研費が交付されるこ

とになります。 

 

記 

 

・この作成・入力要領は、「学術変革領域研究（Ａ）」の領域計画書を作成するための要領です。 

・領域計画書は、「Ⅰ．応募情報（Ｗｅｂ入力項目）」、「Ⅱ．領域計画書【様式Ｓ－７１】（添付

ファイル項目）」から構成されます。 

・学術変革領域研究（Ａ）の応募に当たっては、公募要領に基づき、（ⅰ）応募時に提出する書類、

（ⅱ）ヒアリング研究領域選定後に提出する書類、の二段階に分けて提出することになります。領

域計画書は、「（ⅰ）応募時に提出する書類」であり、ヒアリング研究領域を選定する際の審査資

料となるものです。なお、領域計画書は、ヒアリング研究領域に選定された後にも審査資料となり

ますが、応募時に提出した内容に基づき審査されるものであり、提出後は一切修正することができ

ないため留意すること。 

・領域計画書の作成に当たっては、公募要領で定めるルールに基づいて、領域代表者及び各計画研究

の研究代表者が責任を持って作成すること。特に、領域代表者は、各計画研究の研究代表者が入力

する応募情報だけでなく、その基となる各計画研究の研究内容についても十分確認すること。 

・審査においては多数の応募領域が審査に付されることを考慮し、１１ポイント以上（英語の場合は

１０ポイント以上）の大きさの文字等を使用すること。 
・各項目のタイトルが必ず頁の先頭に来るようにすること。また、各項目で定められた頁数は超えな

いこと。なお、各項目の指示に沿って作成をした結果、空白の頁が生じても構わないが、その場合、
空白の頁を削除しないこと。 

・様式上の留意事項については削除すること。また、それ以外の指示書き及び囲み枠は削除しないこ

と。 

・英語で記入された領域計画書も受け付けます。 

・領域計画書の提出後は、差替え等を認めないため、提出前に、ＰＤＦファイルに変換された領域計

画書の内容に不備（文字や図表等の欠落、文字化け等）がないか、必ず確認すること。 



Ⅰ．応募情報（Ｗｅｂ入力項目） 
 

「応募情報（Ｗｅｂ入力項目）」は、領域代表者が所属研究機関から付与された「府省共通研究

開発管理システム（e-Rad）」（以下「e-Rad」という。）のＩＤ・パスワードにより科研費電子申

請システム（以下「電子申請システム」という。）にアクセスして直接入力を行うものです。研究

組織及び経費欄の一部は、各計画研究の研究代表者が入力し提出した研究計画調書「応募情報（Ｗ

ｅｂ入力項目）」が自動表示されます。 

なお、入力内容の一部（課題名・組織情報・エフォート等）は、e-Radに提供します。 
 

※ 応募内容の確認及び審査資料の作成は、応募書類のうち、「領域計画書」の「応募情報（Ｗｅ

ｂ入力項目）」に基づいて行うため、応募情報（Ｗｅｂ入力項目）の入力内容によっては当該応

募領域が審査に付されないことや審査の結果に影響を及ぼすことがあります。作成に当たっては

十分注意すること。 

 

 

１．審査区分 

  審査を希望する区分を以下から必ず一つ選択すること。 

「（Ⅰ）」：主に大区分「Ａ」の内容を中心とする研究課題。 

「（Ⅱ）」：主に大区分「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」「Ｅ」の内容を中心とする研究課題。 

「（Ⅲ）」：主に大区分「Ｆ」「Ｇ」「Ｈ」「Ｉ」の内容を中心とする研究課題。 

「（Ⅳ）」：主に大区分「Ｊ」「Ｋ」の内容を中心とする研究課題。 

（各大区分の内容については、公募要領（１１５～１３８頁）を参照すること。） 

 

２．仮領域番号 

  仮領域番号発行処理を行うことにより自動表示されます。 

 

３．応募領域名 

  応募領域名は、学術変革領域研究として推進すべき研究領域の名称であることに留意して和文

名称を４０字以内で入力すること。 

また、併せて英文名称（半角２００字以内、改行は使用不可）及び領域略称名（８文字以内）

を入力すること。半角文字も入力可能ですが、全角文字と半角文字が混在する場合、半角文字も

１文字としてカウントされるので注意すること。領域略称名についても、可能な限り一般的では

ない英語の略称は使用せず、応募領域の内容が分かるように作成すること。 

   入力に当たっては、濁点、半濁点はそれだけで独立して１字とはなりませんが、アルファベット、数

字、記号等は全て１字として数えられて表示されることに留意し、化学式、数式の使用は極力避けるこ

と（例：「Ca２＋」は「Ｃａ２＋」と入力。４字とカウントされる。）。 

なお、採択後に応募領域名、領域略称名を変更することは認められないので留意すること。 

 

４．領域代表者氏名 

  e-Rad に登録されている領域代表者の情報が自動表示されます。氏名が正しく表示されている

かどうか確認すること。誤りがある場合は、入力データを一時保存した上で所属研究機関の事務

局に連絡し、その指示に従うこと。 

 

５．領域代表者所属研究機関・部局・職 

  e-Rad に登録されている領域代表者の情報が自動表示されます。領域計画書作成時点での所属

情報が正しく表示されているかどうか確認すること。誤りがある場合は、入力データを一時保存

した上で所属研究機関の事務局に連絡し、その指示に従うこと。 

 

６．応募領域の研究概要 

期待される成果を踏まえて、３００字程度で簡潔に分かりやすくまとめ入力すること（改行は

使用不可）。 

 



７．最も関連の深い小区分 

 当該応募領域の研究内容に最も関連が深いと思われる小区分を関連が深い順に三つまで選定し

入力すること（最低一つは選定すること。）。 

 小区分番号一覧は入力画面から呼び出すことができます。また、公募要領（９５～１１４頁）

にも掲載しているので参照すること。 

 

８．研究の対象 

 公募要領（１２頁を参照）に示された「対象」のうち、応募領域がいずれに該当するのか、領

域計画書（添付ファイル項目）の「（ａ）研究領域の目的、背景など」欄の「１）」で強調して

いる点を一つ選択し、該当欄にチェックすること。 

 

９．過去の「新学術領域研究（研究領域提案型）」又は他の研究費制度からの発展 

過去に「新学術領域研究（研究領域提案型）」又は他の研究費制度において採択された研究領

域を更に発展させる提案については、「該当する」を選択して、一覧から「過去の採択領域」を

選択するとともに、領域計画書（添付ファイル項目）「（ｄ）過去の採択研究領域等からの発展

性」欄に詳細を記述すること。 

※他の研究費制度（「特定領域研究」を含む）において採択された研究領域を更に発展させる提

案については、「0000 他の研究費制度」を選択すること。 

 

１０．研究組織 

 各計画研究の研究代表者が入力し、領域代表者が確定処理を行った研究計画調書「応募情報（Ｗ

ｅｂ入力項目）」について、正しく登録され、漏れがないかどうか確認すること。 

   また、研究組織については、初期表示では研究項目ごとに研究代表者の所属する研究機関の機

関番号順（機関番号が同じ場合には整理番号順）に表示される。表示順を変更したい場合は、「表

示順」欄に、各研究項目の計画研究ごとにその順番を入力すること（半角数字のみ入力可）。 

   なお、領域代表者が総括班以外の計画研究のいずれにも、研究代表者、研究分担者又は研究協

力者として参画しない場合は、領域計画書（添付ファイル項目）「（ｂ）領域マネジメント体制」

欄の「１）領域代表者の研究領域の運営や推進に関するビジョン及び準備段階における状況」に

おいて、研究領域全体の把握、マネジメントを行うための方策を具体的に記述すること。 

 

１１．研究経費 

 「計画研究」については、上記１０．研究組織と同様に正しく登録されているかどうか確認す

ること。 

また、「公募研究」については、領域設定期間の１年目に令和５(2023)～令和６(2024)年度分、

３年目に令和７(2025)～令和８(2026)年度分の公募を行うため、「公募研究」欄の令和５(2023)

年度及び令和７(2025)年度の「内訳」欄に応募金額及びその件数を入力し、「小計」欄の金額及

び「採択目安件数」欄の採択目安件数を確認すること（令和６(2024)年度及び令和８(2026)年度

の「小計」欄及び「内訳」欄には、それぞれ令和５(2023)年度及び令和７(2025)年度と同じ内容

が自動表示されます。）。なお、次の最低基準のいずれかを上回るよう設定すること。その際、

最低基準を上回るにとどまらず、学術変革領域研究（Ａ）の目的及び当該研究領域の特性を踏ま

え、当該研究領域の研究の幅広い発展を目指す上で必要な件数及び必要な金額とするよう努める

こと。 

・１年目と３年目それぞれの採択目安件数が１５件を上回ること 

・公募研究に係る経費の総額（令和５(2023)～令和８(2026)年度の合計）が研究領域全体の研

究経費（５年総額）の１５％を上回ること 

 

１２．領域代表者連絡先（ＰＤＦファイルには変換されません。） 

 「領域代表者連絡先」欄には、領域代表者と直接連絡が必要な場合に備えた情報を入力してく

ださい。 

 

１３．審査意見書作成者として避けてほしい者 



 競争的・対立的関係にある等の理由により、審査意見書作成者として適当でないと思われる研

究者がいる場合には、氏名等及び避けてほしい理由（５０字以内）をそれぞれ入力すること（任

意、３名まで）。 

 
 
 
Ⅱ 領域計画書【様式Ｓ－７１】（添付ファイル項目） 

 

領域代表者は、領域計画書（添付ファイル項目）について、文部科学省の科学研究費助成事業

ホームページから様式を取得し記入したものを、「電子申請システム」にアクセスして添付する

こと（１０ＭＢ以上のファイルは添付不可）。 

作成に当たっては、以下記載の指示及びそれぞれの欄の指示に従うこと。また、様式の余白は、

上20㎜、下20㎜、左25㎜、右25㎜で設定してあります。余白の設定を変更すると、審査資料を作

成する際、文字等の欠落等の恐れがあるので、設定を変更しないこと。 

 
※ 電子申請システム上に添付する際は、記入済みのファイルを、「領域計画書入力」画面の「『領

域計画書』添付ファイル項目選択」欄にアップロードすること。 

 

 

（ａ）研究領域の目的、背景など 

本研究領域の目的や背景などについて記述すること。特に次の点について具体的かつ明確

に記述すること（４頁以内）。 
 
１）本提案のどういった点が、学問分野に新たな変革や転換をもたらし、既存の学問分野の

枠に収まらない新興・融合領域の創成や当該学問分野の強い先端的な部分の発展・飛躍

的な展開などが期待できる基礎的研究（基礎から応用への展開を目指すものを含む）に

該当するのか 
２）領域研究の応募に至った背景・経緯 
３）国際的な研究動向から見た優位性、又は我が国固有の分野若しくは国内外に例を見ない

独創性・新規性を有する（期待される）研究領域であるか（これまでの研究活動（研究

水準の現状・実績）等を踏まえて記述） 
 

（ｂ）領域マネジメント体制 

領域マネジメント体制について記述すること。特に次の点について具体的かつ明確に記述

すること（３頁以内）。 
 
１）領域代表者の研究領域の運営や推進に関するビジョン及び準備段階における状況 

複数の研究者をまとめ、領域推進に当たって研究組織の総合力を発揮するために、研究

とは別に、リーダーである領域代表者が、どのような構想を持って円滑な組織運営をし、

研究領域を推進するかについて、基本的な考え方を明らかにすること。また、応募に至る

までの準備研究や事前調査段階でのマネジメント体制の状況にも触れつつ、記述するこ

と。なお、領域代表者が総括班以外の計画研究のいずれにも、研究代表者、研究分担者又

は研究協力者として参画しない場合は、研究を行わない組織とされている総括班にのみ属

している状況において研究領域全体の把握、マネジメントを行うための方策について、具

体的に記述すること。 
２）領域代表者を中心とした領域推進に十分貢献できる研究者による有機的な連携体制 

研究領域の構成について記述すること。また、概念図を用いつつ、研究領域全体の組織

図等により、総括班、各研究組織の役割及び活動内容等を明確に示すこと。 
３）総括班、各研究組織の役割及び活動内容等 

・研究領域を推進するに当たっての総括班の運営方針、役割、研究組織の構成、個々の構

成員の役割、活動内容等について基本となる考え方を説明すること。構成員については、

構成員の氏名、専門分野及び研究代表者・研究分担者の別を記入すること。その際、ど



のように本研究領域の全体的な研究方針を策定し、各研究項目、各計画研究の企画調整

等を行っていくのか明らかにすること。 
・総括班における研究支援活動（国際活動支援や本研究領域内で共用するための設備・装

置の購入、開発、運用又は実験試料や資材の提供など）を効率的かつ効果的に行うため

の体制及び計画について記述すること。 
 
研究遂行能力 

領域代表者及び各計画研究の研究代表者の研究計画の実行可能性を示すため、領域代表者

及び各計画研究の研究代表者のこれまでの研究活動について記述すること（５頁以内）。 
なお、これまでの研究活動の記述には、研究活動を中断していた期間がある場合には、そ

の説明などを含めてもよい。 
研究業績（論文、著書、産業財産権、招待講演等）は、網羅的に記載するのではなく、本

研究計画の実行可能性を説明する上で、その根拠となる文献等の主要なものを適宜記載する

こと。 

研究業績の記述に当たっては、当該研究業績を同定するに十分な情報を記載すること。例

として、学術論文の場合は論文名、著者名、掲載誌名、巻号や頁等、発表年（西暦）、著書

の場合はその書誌情報、など。 

論文は、既に掲載されているもの又は掲載が確定しているものに限って記載すること。 

 
（ｃ）領域推進の計画概要 

当該研究領域の推進に当たっての、 

１）基本的な研究戦略（研究項目を設ける場合にはその考え方を含む） 

２）研究領域における具体的な研究内容（研究項目を設ける場合には項目ごとの研究内容を

含む） 

３）各研究項目、各計画研究の必要性及び研究項目間、計画研究間での有機的連携を図るた

めの具体的方法 

について、必要に応じて概念図等を用いて示すこと（２頁以内）。 

 

（ｃ）領域推進の計画・方法① 

領域推進の計画・方法について記述すること。特に次の点について具体的かつ明確に記述

すること（２頁以内）。 

 

１）研究領域及び各計画研究の具体的な達成目標 

２）１）を実現する具体的な計画・方法（共同研究、設備の共用化、若手研究者の育成等の

取組を含む） 

研究目的を達成するための具体的な研究計画・方法について記述すること。 

３）国内外への情報発信などの取組内容 

 

（ｃ）領域推進の計画・方法② 

領域推進の計画・方法について記述すること。特に次の点について具体的かつ明確に記述

すること。 

 

４）総括班以外の各計画研究の研究組織及び研究内容の概要 

総括班以外の各計画研究の研究課題名、研究組織（予定される研究者数、研究代表者、

研究分担者の氏名・所属・職・専門分野・研究役割分担）及び研究内容の概要について、

研究領域全体の推進に当たっての役割及び必要性が明確になるように分かりやすく記述

すること。作成に当たっては、計画研究ごとに1/2頁程度で作成すること。 

なお、研究期間の途中から計画研究を追加することを想定した計画は認められない。 

 

（ｃ）領域推進の計画・方法③ 

領域推進の計画・方法について記述すること。特に次の点について具体的かつ明確に記述

すること（１頁以内）。 



 

５）公募研究の役割 

公募研究は、領域設定期間の１年目に令和５(2023)～令和６(2024)年度分、３年目に令

和７(2025)～令和８(202)年度分の公募が行われる。本研究領域の推進に当たって、公募

研究がどのような位置付けにあり、研究領域全体として、どのような研究を期待するのか

について記述すること。本研究領域として何件程度の公募研究課題を必要とし、１研究課

題当たり、どの程度の研究経費が必要かを示すこと。公募研究の金額を設定する際は、研

究遂行が十分可能な研究経費を計上すること。なお、公募研究の設定に当たっては、次の

最低基準のどちらかを上回るように設定すること。 

・１年目と３年目それぞれの採択目安件数が15件を上回ること 

・公募研究にかかる経費の総額（令和５(2023)～令和８(2026)年度の合計）が研究領域全

体の研究経費（５年総額）の15％を上回ること 

採択された研究領域の公募研究への配分総額は、領域計画書に記載の「公募研究」の「研

究経費」の範囲内で設定される。 

 

（ｄ）過去の採択研究領域等からの発展性（該当する研究領域のみ） 

過去の採択研究領域等からの発展性について記述すること。特に次の点について具体的か

つ明確に記述すること（１頁以内）。 

 

１）過去に「新学術領域研究（研究領域提案型）」又は他の研究費制度において採択された

領域型研究を更に発展させる提案については、当該研究費で期待された成果が十分得ら

れたか（中間評価・事後評価（当該研究費の配分機関が行うものに限る）結果について

も記述）、更に強い先端的な部分の発展・飛躍的な展開を図る内容となっているか（当

該研究領域における研究計画との違いについても記述） 

２）応募情報（Web入力項目）において「該当しない」を選択した場合は、その旨を記述 

 

（ｅ）研究経費① 

     本研究領域の研究内容及び研究体制等を踏まえ、応募する研究経費の必要性・妥当性につ

いて研究期間との関連性を含めて記述すること（１頁以内）。 

なお、研究期間内の特定の年度に重点的に研究費を配分する場合、又は年間の応募研究経

費の総額（総括班、公募研究を含む。）が、応募上限である３億円を超える場合は、年度ご

とに３億円では対応ができない理由、その必要性について記述すること。 

１年度目は計画研究のみが研究等を開始することになるため、注意すること。 

 

（ｅ）研究経費② 

     各計画研究の費目別内訳及び主要な設備備品費について記述すること。特に次の点につい

て具体的かつ明確に記述すること。なお、ここでの計画研究には総括班を含む（可能な限り

２頁以内で記入すること。ただし、必要があれば３頁になっても構わない。）。 

 

１）各計画研究の費目別の内訳について、領域計画書作成・入力要領の記入例を参照の上、

計画年度別に簡潔に記入すること。その際、どの計画研究のものかが分かるように作成

すること。また、最後に各費目別の合計を記入すること。 



（記入例）                                  

【総括班（Ｘ００）】                           （単位：千円） 

 令和４ 

(2022)年度 

令和５ 

(2023)年度 

令和６ 

(2024)年度 

令和７ 

(2025)年度 

令和８ 

(2026)年度 

合計 

設備備品費       

消耗品費       

旅費 国内       

海外       

人件費・謝金       

その他       

合計       

 

 

                  ～   ～  

 

 

【合計】                                （単位：千円） 

 令和４ 

(2022)年度 

令和５ 

(2023)年度 

令和６ 

(2024)年度 

令和７ 

(2025)年度 

令和８ 

(2026)年度 

合計 

設備備品費       

消耗品費       

旅費 国内       

海外       

人件費・謝金       

その他       

合計       

 

 

２）各計画研究の主要な設備備品費については、装置名、数量、予定価格、設置年度、設置

予定機関、設置予定機関の現有設備が活用できない理由等について記入すること。なお、

研究領域内で共用するための装置・設備を購入するにもかかわらず、各計画研究におい

て、類似の装置・設備の購入等を行う場合には、その理由・関係性を記述すること。 

 



 

 
 

応募情報（Ｗｅｂ入力項目）画面イメージ【学術変革領域研究（Ａ）】 

「領域計画書入力」画面 ① 



 

 

 

応募情報（Ｗｅｂ入力項目）画面イメージ【学術変革領域研究（Ａ）】 

「領域計画書入力」画面 ② 



 
 

 

 

応募情報（Ｗｅｂ入力項目）画面イメージ【学術変革領域研究（Ａ）】 

「領域計画書入力」画面（英語版） ① 



 

 
 

 

応募情報（Ｗｅｂ入力項目）画面イメージ【学術変革領域研究（Ａ）】 

「領域計画書入力」画面（英語版） ② 



 


